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《内閣府 男女共同参画局から》

●平成26年度「男女共同参画週間」のキャッチフレーズを募集しています（2月28日まで!締切間近!
）

●男女共同参画都市宣言記念式典(石川県金沢市)を開催します(3月8日)

●平成26年度女性のチャレンジ賞の候補者を募集しています（3月17日まで）

●「ワーク・ライフ・バランスGoodプラクティス集」を公開しています

《お知らせ》

●「平成25年度ダイバーシティ経営企業100選表彰式・なでしこ銘柄発表会　シンポジウム」が開催
されます(3月3日)

●第29回男女雇用機会均等月間のテーマを募集しています（3月7日まで）

------------------------------------------------------------
《内閣府 男女共同参画局から》

●平成26年度「男女共同参画週間」のキャッチフレーズを募集しています（2月28日まで!締切間近!
）

「男女共同参画社会」の実現には、様々な制度の改革と併せて、「企業人としての男性」や、家庭
での働く女性のパートナーである「家庭人としての男性」など、男性の意識・行動も重要です。
そこで、男性が、企業人としても家庭人としても豊かな生活をおくるために、女性と共に家事・育
児・介護・地域活動に関わりたくなるようなキャッチフレーズを国民の皆様から募集します。
最優秀作品は「男女共同参画週間」のポスター等のほか、年間通じて様々な場面で広報・啓発活動
に使用します。また、「男女共同参画社会づくりに向けての全国会議」(6月)で表彰することを予定
しています。
 
募集テーマ：男性がもっと家事・育児・介護・地域活動に関わりたくなるようなキャッチフレーズ
　～長時間労働を減らして、仕事を含めた「生活」に豊かさを～
応募資格：どなたでも何作品でも応募できます。なお、応募は未発表の自作のものに限ります。
応募期間：2月28日(金)まで
応募方法：「応募フォーム」に、キャッチフレーズ（1通につき1作品）・住所・氏名・年齢・性別
・電話番号等を記入の上、応募ください。 http://www.gender.go.jp/week/week.html
発表：4月中旬頃（予定）に入賞者に通知します。
表彰等：応募いただいた作品は、内閣府及び外部審査員により審査の上、最優秀賞及び優秀賞を決
定します。
 ＜外部審査員＞ 勝間和代氏（経済評論家）、佐藤可士和氏（アートディレクター）、山田昌弘氏
（中央大学教授）
その他：応募作品は返却しません。また、入賞作品の著作権は内閣府に帰属します。

※詳細は以下のサイトをご覧ください。
http://www.gender.go.jp/week/week.html

●男女共同参画都市宣言記念式典(石川県金沢市)を開催します(3月8日)

日時：3月8日(土)13:15～16:00
会場：北國新聞赤羽ホール（石川県金沢市南町2-1）
アクセス：香林坊バス停から徒歩3分　※公共交通機関をご利用ください。
内容：オープニングアトラクション
・式典（主催者挨拶等）（内閣府男女共同参画局推進課長、金沢市長）
・会場参加者による宣言文読み上げ
・内閣府からの情勢報告
・記念講演：渥美由喜氏（中小企業の経営戦略としての女性活躍～金沢の未来は女性がつくる～）
お問合せ：金沢市人権女性政策推進課　TEL:076-220-2095、FAX:076-220-2030



※参加無料。託児、手話通訳あり。詳細は以下のサイトをご覧ください。
http://www4.city.kanazawa.lg.jp/data/open/cnt/3/7495/1/bosyuu.pdf

●平成26年度女性のチャレンジ賞の候補者を募集しています（3月17日まで）

「女性のチャレンジ賞」として、毎年、男女共同参画担当大臣による表彰を行っています。
平成26年度も一般の方からの他薦を募集します。あなたの知っている、チャレンジして輝いている
女性、団体・グループを是非ご紹介ください。

表彰の種類：
(1)女性のチャレンジ賞（4件程度）：チャレンジの身近なモデルになると思われる女性個人、女性
団体・グループを募集します。
(2)女性のチャレンジ支援賞（1件程度）：女性のチャレンジを積極的に支援している団体・グルー
プを募集します。
(3)女性のチャレンジ賞特別部門賞（3件程度）：平成26年度の特別部門のテーマは「女性が輝く、
地域が輝く」です。経済・社会・芸術・スポーツ等をはじめ、あらゆる分野での女性の活躍に資す
ることによって地域活性化に貢献した方を募集します。
応募期間：平成26年3月17日(月)まで（必着）

※応募方法など、詳細は以下のサイトをご覧ください。
http://www.gender.go.jp/public/commendation/women_challenge/boshu.html

●「ワーク・ライフ・バランスGoodプラクティス集」を公開しています

「ワーク・ライフ・バランスGoodプラクティス集」を内閣府男女共同参画局ホームページ（ 
http://www.gender.go.jp/policy/men_danjo/sympo/index.html ）で公開中です。
これは、昨年12月21日に内閣府が主催した「ワーク・ライフ・バランスGoodプラクティス集選定会
議」（北九州市）の中で、司会に勝間和代氏（経済評論家）、パネラーに小室淑恵氏（(株)ワーク
・ライフバランス 代表取締役社長）、浜田一郎氏（生保労連委員長）、小津智一氏（(株)OZ 
Company代表取締役）、徳倉康之氏（NPOファザーリング・ジャパン事務局長）の5名にご登壇いただ
いて事前にご応募いただいた成功談・失敗談から好事例（Best・Goodプラクティス）を選定したも
のです。

ワーク・ライフ・バランスの推進に、ぜひご活用ください。
http://www.gender.go.jp/policy/men_danjo/pdf/symposium/kyushu_chirashi.pdf

《お知らせ》

●「平成25年度ダイバーシティ経営企業100選表彰式・なでしこ銘柄発表会　シンポジウム」が開催
されます(3月3日)

経済産業省では、女性、外国人、高齢者、障がい者など多様な人材を活用して、イノベーションを
生み出している企業を「ダイバーシティ経営企業100選」として表彰し、各社の成功の秘訣を紹介す
るシンポジウムを行います。
併せて、経済産業省が東京証券取引所と共同で「女性活躍推進」に優れた上場企業を「中長期の企
業価値向上」を重視する投資家にとって魅力ある銘柄として紹介する「なでしこ銘柄」も発表しま
す。
さらに、ダイバーシティ経営やワークライフバランスの取り組みが企業にもたらす経営効果につい
て、経済産業研究所（RIETI）から 最新の研究成果を発表します。
ダイバーシティ経営に関心のある方は是非ご参加ください！（参加無料、事前申込制）

日時：3月3日(月)13:00～16:30（受付開始12:30）
場所：イイノホール（東京都千代田区内幸町2－1－1　イイノビル4階） 
http://www.iino.co.jp/hall/access.html
対象：企業関係者、メディア関係者、学生、そのほかダイバーシティ経営にご関心のある方　※参
加無料、事前申込制
主催：経済産業省
共催：経済産業研究所（RIETI）、東京証券取引所
プログラム概要：
○第1部(13:00～14:50)



・平成25年度ダイバーシティ経営企業100選表彰式
　主催者挨拶（松島みどり経済産業副大臣）／来賓挨拶（安倍総理大臣 ※依頼中。国会の日程によ
るため未定）
・受賞企業の取組紹介、審査委員による講評
　佐藤博樹 東京大学大学院情報学環教授（運営委員会委員長）　ほか
○第2部(15:00～15:50) 
RIETI「ダイバーシティとワークライフバランスの効果研究」研究会成果発表
　樋口美雄 慶應義塾大学商学部教授／佐藤博樹 東京大学大学院情報学環教授／木瀬照雄 TOTO株式
会社代表取締役会長 兼 取締役会議長
　モデレーター：中島厚志 (独)経済産業研究所(RIETI)理事長
○第3部(15:50～16:25）
平成25年度「なでしこ銘柄」発表（プレゼンター 赤羽有紀子元陸上選手）
 
※詳細、表彰式への参加申込みは以下の経済産業省のサイトをご覧ください。
http://www.diversity100sen.go.jp/event/symposium.html

●第29回男女雇用機会均等月間のテーマを募集しています（3月7日まで）

厚生労働省では、男女雇用機会均等法の公布日（昭和60年6月1日）を記念して、毎年6月を「男女雇
用機会均等月間」と定め、職場における実質的な男女均等取り扱いが実現されるよう、特別活動を
展開しています。
そこで、平成26年度の第29回男女雇用機会均等月間の実施に当たり、月間テーマを募集します。皆
様ぜひご応募ください！

募集テーマ：女性がいきいきと活躍できる、活力あふれる職場づくりを進めるために、応援・メッ
セージとなるもの。分かりやすく、インパクトのあるもの。 
応募方法：(1)テーマ案(2)氏名(3)連絡先を明記の上、電子メールで応募ください。（様式自由） 
応募先：厚生労働省 雇用均等・児童家庭局　雇用均等政策課 均等業務指導室 指導係（ E-mail: 
KJKOYO@mhlw.go.jp ） 
応募期間：平成26年3月7日(金)まで 

＜参考：過去のテーマ＞ 
第28回　活き活きと働く女性が企業の宝～さあ磨こう！輝く女性の潜在力～
第27回　眠らせていませんか？あなたの職場の女性の力～ポジティブ・アクションで男女が活躍～ 
第26回　意識が変われば職場が変わる！職場が変われば未来が変わる！
第25回　私も会社もステップアップ～ポジティブ・アクションでチャンスを活かせ～

==========================================================
●内閣府 男女共同参画局のホームページは、男女共同参画に関する総合的な情報提供サイトです。
男女共同参画社会を実現するための法律、基本計画、関係予算等のほか、男女共同参画に関する政
策・活動等の情報を掲載しています。
http://www.gender.go.jp

●男女共同参画局メールマガジンについて
男女共同参画局メールマガジンは、隔週金曜日に配信しています。
次号は、平成26年3月7日(金)に配信する予定です。
==========================================================

●このメールは送信専用メールアドレスから配信されております。
このまま御返信いただいてもお答えできませんので御了承ください。 

□配信中止・配信先変更は、こちらから
　http://www.gender.go.jp/magazine/index.html 
□バックナンバーはこちらから 
　http://www.gender.go.jp/magazine/backnumber/index.html
□このメールマガジンへの御意見・御要望はこちらから 
　https://form.cao.go.jp/gender/opinion-0001.html
□内閣府 男女共同参画局ホームページはこちらから 
　http://www.gender.go.jp/ 

※URLをクリックしてページが表示されない場合はURLをコピーして、ブラウザにURLを貼り付けてア



クセスしてください。
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